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 会員感話 251005 

イエスの復活を信じられるようになった理由・・・・胸が熱くなる時 

高橋照男  

 

 イエスの復活を信じられるようになった理由 

東京聖書読者会 2010.3.7 高橋照男 

①「死人が復活するなどという宗教はとても信じられない」。それが健全常識。 

②私が復活を信じられたのは、「空の墓」の伝承を聞いて胸が熱くなったから。 

③一体何が起こったというのか。イエスの遺体の物理的消失。佐藤研論考。 

④イエスの「空の墓」の史実性。荒井献先生との往復書簡による確認合意。 

⑤脳内出血で意識不明になったときの最後の希望は「空の墓」の史実伝承。 

⑥イエスの復活体とはどういうものだったのか。遺体の４次元世界への変化。 

⑦来世での復活の希望を抱くには、史実の使徒伝承を聖霊で信ずることが必要。 

⑧復活は神の力によって「心の目」が開かれるときに信じられるようになる。 

⑨「胸が熱くなる」および「有体的復活」の言葉に対して応答がある不思議。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

①「死人が復活するなどという宗教はとても信じられない」。それが健全常識。 

塚本訳 マタ 28:16-17 

28:16 さて、十一人の弟子はガリラヤに行き、イエスに命じられた山にのぼり、 

28:17 お目にかかっておがんだ。しかし疑う者もあった。 

 

②私が復活を信じられたのは、「空の墓」の伝承を聞いて胸が熱くなったから。 

「胸が熱くなる」ことによって見えたもの  

             

●私は東京聖書読者会でそれまで１０年間ヨハネ福音書を講読してきたが、１９９７春、第２０章１～１０節「空の墓」

の個所にさしかかったときのことである。このことに関する約６０ほどの文献を読んだところ、それは大略二つの見解

に分かれていた。その一つは、イエスの墓が空になっていたというのは「聖者伝説」の一種で神話であり、史実では

ないとするもの。これは大体において近代聖書学の旗手たちのものであり、頭がすっきりした。ところが一方それを

史実と信じている人々の本を読んだときには胸が熱くなるという現象が起きた。これは実に顕著な差で不思議なこと

であった。この原体験が私にとって、有体的復活、使徒伝承、さらには再臨信仰への開眼の起点となった。私の胸

が熱くなったが故に一瞬に見えたもの、それは次のことである。 

 １ イエスの墓が空であったことは歴史的事実であること、 

 ２ それは罪の赦しと永遠の命の実在の証拠であること、 

 ３ その信仰告白伝承は地上で（歴史的に）連鎖的につながり 

   ついにこの私にまで到達したこと 

 

③一体何が起こったというのか。イエスの遺体の物理的消失。佐藤研論考。 

●１９９８年４月、荒井献門下の佐藤研先生（荒井献先生とともに岩波書店発行の新約聖書の翻訳責任編集者）

は、現代思想（青土社）１９９８年４月号に「復活信仰の成立」という論考を書かれた。その結論は「イエスの弟子たち
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にとって空の墓は衝撃であった。復活信仰はこの史実が基盤になっている」と言うものである。「我が意を得たり」と

いうのは このようなときに使うのである。佐藤論考のポイントを記そう。 

「イエスの墓が空になった、ということが史実であると想定せざるを得ない最大の論拠は次の点にある。つまり、イエ

スの弟子たちが『イエスは復活した』と宣教し始めたとき、一般のユダヤ教徒がそれを反駁するに際し、墓の中のイ

エスの死体を指示できなかった点である。・・・・日曜日の朝、イエスの死体が葬られたはずの墓から消失してしまっ

ていたのであり、その事態が、当所を訪れた女たちにまず明らかになったのである。このことの史実性だけは、カン

ペンハウゼンの言う通り、ほとんど否定できない。」（「現代思想」１９９８年４月号 113-114 ページ） 

 

④イエスの「空の墓」の史実性。荒井献先生との往復書簡による確認合意。 

●復活記事は４福音書で一致しないが、「空の墓」は一致する。これが歴史と信仰の接点。このことに関して歴史と

信仰を厳しく峻別される新約聖書学の泰斗荒井献先生と共有認識に立てた。その往復書簡の重要な部分を下記

に掲げる。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

さて、ファイルの方はまだ通読しておりませんが、二論考の方は読ませていただきました。私もまた佐藤研君と共

に、「墓が空だった」ことは歴史的事実と信じます。ただ、「信じる」ということは、弟子たちによるイエス顕現体験を共

有することを不可欠の条件とすることを合意しています。空の墓の史実性だけでは復活「信仰」は成立しなかったで

しょう。エマオ途上の二人の弟子たちは、―――空の墓の史実性を前提しつつも―――直接的には復活のキリスト

に出会って、「胸が熱くなった」のです。勿論高橋さんも、イエスの顕現体験との結びつきなしに空の墓の史実性の

みを復活信仰の前提にされているのではないでしょう。（このファイルを通読すれば分かることかもしれません）。も

しそうであるならば、私は高橋さんと復活観を共有できると信じます。以上簡潔に私の感想を記しました。ご諒解

いただければ幸いです。   敬具 

１９９９年２月２３日  荒井献  （封書） 

１９９９年も漸く終わりに近づきました。冊子『神の与える喜びの時』をご恵送に与り心から感謝申し上げます。小生

（と佐藤研君）の復活理解を評価していただき、いささか気恥ずかしいところでありますが（私は“復活”について正

面から語りませんので）、この度それを高橋さんからひき出して
● ● ● ● ●

いただいた感あり、お礼申しあげます。よきクリスマス

をお迎えください。 

１９９９年１２月１１日  荒井献  （葉書） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

●荒井献先生の言わんとすることは「墓が空」であったことは史実（物理的事実）だが、それが即復活信仰の根拠で

はない。復活信仰は理性でなく顕現体験を必要とするということである。これは私の考えと一致して、確認合意でき

た。 

 

⑤脳内出血で意識不明になったときの最後の希望は「空の墓」の史実伝承。 

「脳出血の記録」―――死を目前にして―――― （退院礼状） 

  

２０００年７月６日勤務先で執務中に急に目まいと吐き気がして立てなくなり、救急車で聖路加国際病院に運ばれま

した。職場の方々の素早い判断と聖路加病院の処置および手厚い看護のおかげで一命を取り止めることができま

した。あとで分かった事ですが、救急車の中では一時意識がなかったそうです。病名は小脳出血であり、これが脳

幹であったら、命を失っていたそうであります。主たる原因は年齢、高血圧、ストレスでした（石川医師談）。幸い現
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在は快方に向かいつつありますが、全治（目まいがなくなる）には相当の日数（年数）がかかるそうですので、今後

は常に体調に留意して生活したいと存じます。 

 さて、私は今回のことを通して「死の準備」をさせられました。職場の方が、救急車に「聖路加へ」と迷うことなく指

示したのは、私がクリスチャンであることを知っていたからだそうであります。救急車の中では「死ぬのかよー」と叫ん

でいたそうであります。また救急外来処置室ではまともな祈りはできず、ただ「助けてくれー」と心に念ずるのみでし

た。しかしこのように死を目前にしたとき、私は「イエスの墓が空であったことと、復活の歴史的事実」を「罪の赦しと

永遠の命へ」の最後の望みの綱としてますます強く信ずるに至らしめられました。そしてまた今回の病を通して、

「来世実在の希望」と「再び生きることを赦された喜び」を与えられたことを深く感謝しております。 

 皆様方におかれましては、残る生涯が日々お健やかであられますようにお祈り申し上げます。私に降りかかった、

たび重なる苦難（火災と脳内出血）の故に、涙を流して泣いて下さった方々のことは永遠に忘れることはできません。 

2000 年 7月 28日夜明け  聖路加国際病院脳外科病室窓辺にて 高橋照男 

 

⑥イエスの復活体とはどういうものだったのか。遺体の４次元世界への変化。 

●パウロの見解・・・「霊の体」というものがある。 

塚本訳Ⅰコリ 15:42-44 

15:42 死人の復活もこのようである。（一つの体が死んで別の体が生まれる。）死滅の姿でまかれて不滅の姿に復

活する。 

15:43 恥辱の姿でまかれて栄光の姿に復活する。弱さの姿でまかれて力の姿に復活する。 

15:44 （神の霊を持たない）魂だけの体がまかれて霊の体が復活する。魂だけの体がある以上は霊の体もあるわけ

である。 

  

●塚本虎二の見解・・・「復活の体」は生前と同じような有体的な姿であった。 

聖書知識２３１号 昭和２４年（1949）７月 Ｐ6-8 有体的復活 

  

〇３次元の世界に住む者が第四次元からわたし達の所に現れれば、それはわたし達に考え及ばない不思議であ

る。復活のイエスはこの４次元から現れられたので、何の不思議もない、・・（中略）・・今日の進歩した科学からすれ

ば、こんな説明を借りずとも、極めて簡単な常識的な現象として説明できそうである。 

  

〇問題はそれよりも、そんな存在がどうして肉や骨をもち、また食事などが出来るかということである。この点につい

ては、パウロが極めて合理的なまた詳細な説明を試みている（第一コリント 15：35 以下）。彼は復活体なるもののあ

ることを主張して、同じ肉でも人の肉、獣の肉、魚鳥の肉があるように、天的存在物には天的の「霊の体」があるとい

う。（中略）大体生前と同じような顔付や、丈の高さ、体の格好であり、手足の疵（きず）まで依然として元のようであ

るらしい。しかも生前と異なり、彼は肉的の存在がうける時間空間等のすべての制約を受けず自由に行動し、また

その形体の変更が出来るらしい。彼はただ認めさせようと思うときだけ認められ、去来を悟られることなく、あるいは

消え、あるいは現れる。これはツァーンの註解に言う所であるが、大体当たっているように思われる。 

  

●イエスは墓の中で３次元人間から４次元世界の人間（霊の復活体）に変化（栄化）させられた。その結果「墓が空

になった」。そして復活のイエスはいつどこでもまた誰にでも自由に姿を現して下さる不思議な存在になった。この

時空を超えた不思議な復活体が難解な三位一体の信仰の根拠である。（マタイ 28：20） 
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⑦来世での復活の希望を抱くには、史実の使徒伝承を聖霊で信ずることが必要。 

●来世での復活の希望を抱くには、有体的復活の伝承を「聞く事」と、聖霊を与えられてそれを信じられるようにな

ることである。だから聖霊が与えられるようにと祈ることが必要。信仰には理性の安息のために伝承への信頼が必

要。 

塚本訳Ⅰコリ 6:14（聖書知識 66号、昭和 10 年 Ｐ25 試訳） 

6:14 そして神は主（キリスト）を甦えらせ給うたのであるから、その御能力をもって、また私達（の体）をも甦らせ給う

であろう。 

  

●人生において極度の悲しみの時にキリストは姿を現して下さる。ラザロの死（ヨハネ 11：32）、ナインの若者（ルカ

7：13）、ヤイロの娘（ルカ 8：52）。こういう神の業は肉のよみがえりという現実の喜びだけではなく、来世で復活があ

りうるという希望を与えてくれる。これは神がイエスを史実として有体的に復活させて示してくれたことと同質である。

我々はこれで理性の安息を得る。 

 

⑧復活は神の力によって「心の目」が開かれるときに信じられるようになる。 

●神は人それぞれに特殊特定の方法でイエスの復活を信じやすくしてくださる。私の場合は、胸の熱さが故に心の

目が開かれイエスの「墓が空であった」ことは歴史的事実であると信じざるをえなくなった。「胸が熱くなった」という

その忘れ得ぬ体験はエマオ途上の二人にも起こった。私の体験は異常ではない。 

塚本訳ルカ 24:31-32 

24:31 （その時）二人の目が開けて、その方とはっきりわかった。すると（また）その姿が見えなくなった。 

24:32 二人は語り合うのであった、「（そう言えば、）道々わたし達に話をされたり、聖書を説き明かされたりした時

に、胸の中が熱くなったではないか」と。 

  

●人に復活が分かるというのは神によって「心が開」かれる時である。 

  

塚本訳 ルカ 24:45-46 

24:45 それから聖書をわからせるために彼らの心を開いて 

24:46 言われた、「救世主は苦しみをうけて、三日目に死人の中から復活する。 

  

●パウロへの復活顕現も同行者にはわからなかった（使徒 9：7、22：9）。こういう個人的主観的体験でも最近の歴

史学では「歴史」の範疇であり、真理だとされるようになってきている。パウロのような信仰体験も歴史の内である。 

  

塚本訳 使  9:7 

9:7 一緒に来た者たちは唖然としてそこに立っていた。声は聞いたが、だれも見えなかったのである。 

  

●復活体は写真には写らない。心を開かれた人にのみ「心の目」で見える。このことをレンブラントは「エマオの晩

餐」（1628 年）の絵で表現した。この絵は、二人のエマオの旅人のうちの一人だけに心の目が開かれてわかったと

いう場面である。イエスの存在が分からなかった人の姿は真っ黒に描いている。 

  

塚本訳マタ 24:40-41 

24:40 その時、二人の男が畑にいると、一人は（天に）連れてゆかれ、一人は（地上に）のこされる。 

24:41 二人の女が臼をひいていると、一人は連れてゆかれ、一人はのこされる。 
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●復活のイエスはなぜエマオ途上の二人に現れたのか。二人が望みをかけていたイエスが殺されたので悲しみに

沈んで「暗い顔」をしていたからである。 

塚本訳 ルカ 24:17 

二人に言われた、「歩きながら何をそんなに論じ合っているのです。」暗い顔をして二人は立ち止まり、 

 

●神はイエスの復活を人の「心の目」を開いて有体的に現して下さる。このことは塚本訳ではその敷衍の故に明快

である。（使徒 2：30 10：40）。心の目で見えたことは絵画的には肉眼で見えたように表現するが、言葉での表現も

同じで肉眼で「見た」かのように表現する。見たは「理解した」の意味に通じる。 

塚本訳 使徒２章３０節 

神は（救世主である）このイエスを（預言どおりに）復活させられました。わたし達は皆このことの証人です。（イエス

の復活を目の当り見たのだから。） 

塚本訳 使  10:40-41 

10:40 （しかし）神はこの方を三日目に復活させ、（人の目にも）見えるようにされた。 

10:41 （ただし）国民全体でなく、神からあらかじめ選ばれていた証人であるわたし達、すなわちイエスが死人の中

から復活されたあとで、一緒に飲み食いした者（だけ）に見えたのです。 

  

塚本訳 ヨハ 14:22-23 

14:22 イスカリオテでない方のユダが言う、「主よ、いったいどういうわけで、わたし達だけに御自分を現わし、この

世（の人）にはそうしようとされないのですか。」 

14:23 イエスは答えられた、「わたしを愛する者は、わたしの言葉を守る。するとわたしの父上はその人を愛され、

わたし達は（父上もわたしも）、その人のところに行って、同居するであろう。 

●神の愛は人間が理性ではとうてい信じ難い復活を信じやすくしてくださる。復活を信じられないのは頭で知ろうと

していて神の力を信じないからである。 

塚本訳 マコ 12:24 

12:24 イエスは言われた、「あなた達は聖書も神の力も知らないから、そんな間違いをしているのではないか。 

  

塚本訳 ヨハ 11:26 

11:26 また、だれでも生きている私を信じている者は、永遠に死なない。このことが信じられるか。」 

 

⑨「胸が熱くなる」および「有体的復活」の言葉に対して応答がある不思議。 

●いろいろな集まりで、空の墓を信じて胸が熱くなったという話をすると、少数ではあるが必ずといってよいほど、

「お話を伺って私も胸が熱くなりました」とお世辞でなく真剣な態度で言ってくる人が出現する。またある信仰雑誌に

「空の墓」のことを書いたら、わざわざその主筆に「胸が熱くなりました」と手紙を寄せた読者がいた。わたしはこの不

思議なる応答の現象に驚くと同時に「この体験は私だけのものではない」とその真理性に自信を持った。これは聖

霊の働きとしか考えられない。これが使徒信条の「聖霊を信ず。聖なる公同の教会、聖徒の交わり、・・身体（から

だ）のよみがえり・・を信ず」の全世界全教派に共通の普遍的真理であり真のエクレシア（マタイ 18：20）の姿である

と信ずる。これら応答の方々は常に時空を超えた存在であることがまた不思議である。  

 

●上記のうち、マタイ 28：6-7。「聖書知識の宝庫 TSK」（口語訳）拙HP所載 
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●マタイ 28:6 

28:6 もうここにはおられない。かねて言われたとおりに、よみがえられたのである。さあ、イエスが納められていた場

所をごらんなさい。 

 

＊「もうここにはおられない。かねて言われたとおりに、よみがえられたのである。」 

 

 マタイ 12:40 

40 すなわち、ヨナが三日三晩、大魚の腹の中にいたように、人の子も三日三晩、地の中にいるであろう。 

マタイ 16:21 

 21 この時から、イエス・キリストは、自分が必ずエルサレムに行き、長老、祭司長、律法学者たちから多くの苦しみ

を受け、殺され、そして三日目によみがえるべきことを、弟子たちに示しはじめられた。 

マタイ 17:9 

 9一同が山を下って来るとき、イエスは「人の子が死人の中からよみがえるまでは、いま見たことをだれにも話して

はならない」と、彼らに命じられた。 

マタイ 17:23 

 23彼らに殺され、そして三日目によみがえるであろう」。弟子たちは非常に心をいためた。 

マタイ 20:19 

 19そして彼をあざけり、むち打ち、十字架につけさせるために、異邦人に引きわたすであろう。そして彼は三日目

によみがえるであろう」。 

マタイ 26:31-32 

 31 そのとき、イエスは弟子たちに言われた、「今夜、あなたがたは皆わたしにつまずくであろう。『わたしは羊飼を打

つ。そして、羊の群れは散らされるであろう』と、書いてあるからである。  32 しかしわたしは、よみがえってから、あ

なたがたより先にガリラヤへ行くであろう」。 

マタイ 27:63 

 63「長官、あの偽り者がまだ生きていたとき、『三日の後に自分はよみがえる』と言ったのを、思い出しました。 

マルコ 8:31 

 31 それから、人の子は必ず多くの苦しみを受け、長老、祭司長、律法学者たちに捨てられ、また殺され、そして三

日の後によみがえるべきことを、彼らに教えはじめ、 

ルカ 24:6-8 

 6 そのかたは、ここにはおられない。よみがえられたのだ。まだガリラヤにおられたとき、あなたがたにお話しになっ

たことを思い出しなさい。  7 すなわち、人の子は必ず罪人らの手に渡され、十字架につけられ、そして三日目によ

みがえる、と仰せられたではないか」。  8 そこで女たちはその言葉を思い出し、 

ルカ 24:23 

23 イエスのからだが見当らないので、帰ってきましたが、そのとき御使が現れて、『イエスは生きておられる』と告げ

たと申すのです。 

ルカ 24:44 

 44それから彼らに対して言われた、「わたしが以前あなたがたと一緒にいた時分に話して聞かせた言葉は、こうで

あった。すなわち、モーセの律法と預言書と詩篇とに、わたしについて書いてあることは、必ずことごとく成就する」。 

ヨハネ 2:19 

 19 イエスは彼らに答えて言われた、「この神殿をこわしたら、わたしは三日のうちに、それを起すであろう」。 

ヨハネ 10:17 
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 17父は、わたしが自分の命を捨てるから、わたしを愛して下さるのである。命を捨てるのは、それを再び得るため

である。 

  

＊「さあ、イエスが納められていた場所をごらんなさい。」 

マルコ 16:6 

6 するとこの若者は言った、「驚くことはない。あなたがたは十字架につけられたナザレ人イエスを捜しているのであ

ろうが、イエスはよみがえって、ここにはおられない。ごらんなさい、ここがお納めした場所である。 

ルカ 24:12 

 12〔ペテロは立って墓へ走って行き、かがんで中を見ると、亜麻布だけがそこにあったので、事の次第を不思議に

思いながら帰って行った。〕 

ヨハネ 20:4-9 

 4ふたりは一緒に走り出したが、そのもうひとりの弟子の方が、ペテロよりも早く走って先に墓に着き、  5 そして身

をかがめてみると、亜麻布がそこに置いてあるのを見たが、中へははいらなかった。  6シモン・ペテロも続いてき

て、墓の中にはいった。彼は亜麻布がそこに置いてあるのを見たが、  7 イエスの頭に巻いてあった布は亜麻布の

そばにはなくて、はなれた別の場所にくるめてあった。  8 すると、先に墓に着いたもうひとりの弟子もはいってき

て、これを見て信じた。  9 しかし、彼らは死人のうちからイエスがよみがえるべきことをしるした聖句を、まだ悟って

いなかった。 

  

  

●マタイ 28:7 

28:7 そして、急いで行って、弟子たちにこう伝えなさい、『イエスは死人の中からよみがえられた。見よ、あなたがた

より先にガリラヤへ行かれる。そこでお会いできるであろう』。あなたがたに、これだけ言っておく」。 

  

＊「急いで行って、弟子たちにこう伝えなさい、」 

マタイ 28:10 

10 そのとき、イエスは彼らに言われた、「恐れることはない。行って兄弟たちに、ガリラヤに行け、そこでわたしに会

えるであろう、と告げなさい」。 

マルコ 16:7-8 

 7今から弟子たちとペテロとの所へ行って、こう伝えなさい。イエスはあなたがたより先にガリラヤへ行かれる。かね

て、あなたがたに言われたとおり、そこでお会いできるであろう、と」。  8女たちはおののき恐れながら、墓から出て

逃げ去った。そして、人には何も言わなかった。恐ろしかったからである。 

マルコ 16:10 

 10 マリヤは、イエスと一緒にいた人々が泣き悲しんでいる所に行って、それを知らせた。 

マルコ 16:13 

 13 このふたりも、ほかの人々の所に行って話したが、彼らはその話を信じなかった。 

ルカ 24:9-10 

 9墓から帰って、これらいっさいのことを、十一弟子や、その他みんなの人に報告した。  10 この女たちというの

は、マグダラのマリヤ、ヨハンナ、およびヤコブの母マリヤであった。彼女たちと一緒にいたほかの女たちも、このこ

とを使徒たちに話した。 

ルカ 24:22-24 
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 22 ところが、わたしたちの仲間である数人の女が、わたしたちを驚かせました。というのは、彼らが朝早く墓に行き

ますと、  23 イエスのからだが見当らないので、帰ってきましたが、そのとき御使が現れて、『イエスは生きておられ

る』と告げたと申すのです。  24それで、わたしたちの仲間が数人、墓に行って見ますと、果して女たちが言ったと

おりで、イエスは見当りませんでした」。 

ルカ 24:34 

 34「主は、ほんとうによみがえって、シモンに現れなさった」と言っていた。 

John 20:17-18 

 17 イエスは彼女に言われた、「わたしにさわってはいけない。わたしは、まだ父のみもとに上っていないのだから。

ただ、わたしの兄弟たちの所に行って、『わたしは、わたしの父またあなたがたの父であって、わたしの神またあな

たがたの神であられるかたのみもとへ上って行く』と、彼らに伝えなさい」。  18 マグダラのマリヤは弟子たちのとこ

ろに行って、自分が主に会ったこと、またイエスがこれこれのことを自分に仰せになったことを、報告した。 

  

＊「見よ、あなたがたより先にガリラヤへ行かれる。そこでお会いできるであろう」 

マタイ 26:32 

32 しかしわたしは、よみがえってから、あなたがたより先にガリラヤへ行くであろう」。 

マタイ 8:16-17 

 16 さて、十一人の弟子たちはガリラヤに行って、イエスが彼らに行くように命じられた山に登った。  17 そして、イ

エスに会って拝した。しかし、疑う者もいた。 

マルコ 14:28 

 28 しかしわたしは、よみがえってから、あなたがたより先にガリラヤへ行くであろう」。 

ヨハネ 21:9-4 

  9 彼らが陸に上って見ると、炭火がおこしてあって、その上に魚がのせてあり、またそこにパンがあった。  10 イエ

スは彼らに言われた、「今とった魚を少し持ってきなさい」。  11シモン・ペテロが行って、網を陸へ引き上げると、

百五十三びきの大きな魚でいっぱいになっていた。そんなに多かったが、網はさけないでいた。  12 イエスは彼ら

に言われた、「さあ、朝の食事をしなさい」。弟子たちは、主であることがわかっていたので、だれも「あなたはどなた

ですか」と進んで尋ねる者がなかった。  13 イエスはそこにきて、パンをとり彼らに与え、また魚も同じようにされ

た。  14 イエスが死人の中からよみがえったのち、弟子たちにあらわれたのは、これで既に三度目である。 

Ⅰコリ  15:4 

 4そして葬られたこと、聖書に書いてあるとおり、三日目によみがえったこと、 

Ⅰコリ 5:6 

 6 そののち、五百人以上の兄弟たちに、同時に現れた。その中にはすでに眠った者たちもいるが、大多数はいま

なお生存している。 

  

＊「あなたがたに、これだけ言っておく」。 

ヨハネ 14:29 

 29今わたしは、そのことが起らない先にあなたがたに語った。それは、事が起った時にあなたがたが信じるためで

ある。 

ヨハネ 16:4 

 4 わたしがあなたがたにこれらのことを言ったのは、彼らの時がきた場合、わたしが彼らについて言ったことを、思

い起させるためである。これらのことを初めから言わなかったのは、わたしがあなたがたと一緒にいたからである。 
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結論 

人の肉体は火葬場で焼かれて消える。クリスチャンも同じ。しかしクリスチャンの霊魂は焼けない。神のもとで生きて

いる。 

 

 


